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§ 1 日 日勺
く 1 ) 多 宗吾晶 . 生 物 イ本 を 含 む - 般 の 実 用 本オ料 の 結 晶 .義且糸幾 分 布
を 示 す X 線 散 毒しラ ジ オ ク ーラ フ イ くⅩ - R a y S c a t t e
r i a g R a d i o g r a p h y ) を 開 発 す る ○
(三≧) こ の 散 吉Lラ ジ オ ク 'ラ フ イ を 用 しヽて ､ ア )LJミ ュ ウ ム 圧 延
板 集 合 義臣織 分 布 及 び 円 才L切 クこ周 辺 の 塑 J性 歪 分 布 を
検 出 す る ○
く3 ) フ ア イ ニ/セ ラ ミ ､ソ ク ス .の 糸且織 不 均 - を 検 出 す ･る ○

§ 2 X 線 散 吉Lラ ジ オ ク ーラ フ イ 装 置 の シ ス テ ム の 概 要
こ こ で 乙ま ー 金 属 材 料 を ヌ寸象 と す る た め ､ 走 査 才去 散 吉Lラ シ 'tオ

グ 'ラ フ イ く以 下 S R と す る ) ここ焦 点 を 宗交 る ○
こ の 装 置 の 模 式 区 l く図 1

) ここ示 す よ う ここ糸田束 人 身寸Ⅹ
線 を 試 料 ここ 当 て ー そ こ カヽ･ら
出 る 散 古L回 折 糸轟の う ち 一 二ユ
- こ/ス リ ーソ ト 系 又 とま結 晶 ア
セ ニノフ リヾ で - 定 の 散 吉L (回
壬斉 )/ 轟 左 右 っ 貰 議 â 蒜 妄 ;壷 JI
り 出す○ こ の Ⅹ 線 弓翁度 を そ X-ray
の 点 の 一情 事日と す る ○ 但 し ー
ス ト レ ス ト ポ グ ~ラ ブ イ の 場
合 とこ こま ー そ の 局 所 カヽら の 回
折 弓重度 の 角 度 分 布 を ス リ ､ソ
ト 系 - 検 出 器 の 走 査 ここ よ っ

て と り ー 東 口寺間 Ei勺ここカ - フ ～
ブ イ ､ソ テ ィ ニ/グ ーよ り ー ピ -
ク イ立 置 の 回 折 角 度 を 求 め ー
そ れ ここ対 応 す る 弓単一性 歪 を 直
-ち ここ算 出 し′ー そ れ を =ユニノピ

FDU

図 1

Computer

=1- タ ここセ - フすす る ○
試 料 とま くX , Y , Z ) 3 事由の 走 査 及 び セ テ ィ ツ ニ/ク~わ)た め の
くO, u ) の 角 度 回 折 を 才子 う ○ …‡来 し→意 味 の 散 看Lラ ジ オ ク′~ラ フ
_丁 を と る 場 合 ここ 乙ま X
Y 走 査 で よ し ○ヽ トモ
グ ーラ フ 観 察 の 場 合 とま
X Z (直 接 法 散 吉L
ト モ ク ~ラ フ イ ) 走 査
を お こ な う o I.ヽ わ ゆ
る C T の 土着合 乙ま くⅩ
, e ) 走 査 カ JゞR ､要 で
あ る ○ 単 結 晶 を と ･る
土募合 ここ とヨ: く8 , O )
ここ よ る 角 度 調 整 を 才子
ig:冗
ま た ､ こ の 図 ここ とま描
I.ヽ て t.ヽ な しヽが ー ス ト
レ ス ト ボ グ ーラ フ の 場
合 ここ とまー 前 述 の よ う
ここー ス リ ､ソ ト 系 - 檎
出 器 の 角 度 (¢ ) を
走 査 を 才子 う ○
図 2 ここ試 料 ま わ り の
走 査 系 統 を 図 示 し た ○ 図 二2
ソ フ ト ウ ェ ア の フ ーロ
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な お 散 吉L ト モ グ ーラ フ イ (S c a t t e r i n g T o m o
g r a g h y ) に は 画 像 再 構 成 方 ＼式 を 提 案 し て 有 効 な 結 果
を 子音 て い る カTS-ー こ こ で とま こ れ ここ とま言 及 し な い 〇 本 幸日で 示 す 応
用 侍りは くX , Y ) 走 査 ここ よ る 狭 義 の 散 看Lラ ジ オ ク ーラ フ イ 観 察
ここ限 っ て しヽる ○

§ 3 圧 延 集 合 糸且織 分 布 と そ の 勇払E3勺変 イヒ
1 1 1 反 身寸ア ノレ ミ ュ ウ ム 実 用 材 料 J I S l 2 0 0 圧 延 板 を
s R で 観 察 し た も の カ 図ゞ 3 - a で あ る ○ 圧 延 プチ向 と 長 く 延 び
た 問 F高轟勺 1mrn程 度 の 糸高1犬の 不 均 - カ :ゞ存 在 す る こ と:カ わゞ カゝる ○
図 3 - b は 同 試 料 の 1 1 1 極 点 匡 Iで あ る ○ 極 点 図 は 集 合 糸El糸鎌
の 平 均 El勺結 晶 粒 酉己向 を 示 す も の で あ る の で - 集 合 糸巨織 の 喜平イ西
ここ 乙ま極 点 図 と 並 ん で 散 毒しラ ジ オ ク ~ラ フ カ JゞR ､要 で あ る こ と カ 理ゞ
角牢さ れ る ○
こ の よ う な 集 合 糸EL織 の 異 万 古勺分 布 乙ま ー そ の 機 械 白勺一性 質 ここ大 き
な 景壬響 を 及 己ま す ○ こ の 縞 1犬 糸良案雄 eま - 再 結 晶 カ 轟ゞ萱こ る 直 前 ま で
存 在 す る く図 4 - a , 図 4 - b , 図 5 - a , 図 5 - b ) ○

(a )

く b )

く b )

図 ∠1 く2 7 6 '̀C , 1 h r)
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( a ) く b )
図 5 く2 8 2 ℃ , l h r )

§ 4 塑 一性 歪 域 の 分 布
J i S 1 2 0 0 ア }レ ミ ュ ウ ム 圧 延 村支 (厚 さ 1m m ) の .I I

s z 2 2 0 1 の 5 号 弓 lっ 弓長 り 孟式 馬夷片 ここ 直 ′径 4 m m の 円 才L切
り クこき を イ乍 っ た ○ こ れ ここ 0 . 1 % の 塑 一性 歪 を 与 え て 一 円 才L切
り クこき カ､･ら 発 生 し た 塑 ･性 歪 域 を 観 察 し た S R カ 図ヾ 6 で あ ･る -
通 常 の 吸 11又 ラ ジ オ ク ~ラ フ イ や そ の 他 の 方 や去 で こま こ の よ う な 塑
･性 歪 士或 の 画 像 検 出 乙ま困 難 で あ る こ と カヽら ､ 本 手去 乙ま塑 十生の石井究
手 段 ま た こま材 料 の 疲 労 ここ よ る 寿 命 予 i則 ここ応 用 で き ･る こ と カ 才ヾつ
カヽ･る ○

図 6
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§ 5 セ ラ ミ ーソ ク ス
打乍今 乙ま フ ア イ ニ/セ ラ ミ ､ソ ク ス の 開 発 及 び 各 分 野 へ の 孝Ij月弓カ省
一 著 し t.→進 展 を 見 せ て t.ヽ る ○ 粒 度 カゞJL m 以 下 オ - ダ の 粉 末 を
焼 成 し た セ ラ ミ ､ソ ク ス ここ糸且成 及 び 結 晶 糸且織 の 不 均 - カ あヾ れ 乙ま
､ 製 品 の 台巨力 ここ著 し･t.ヽ 悪 景壬響 を 与 え る の で ､ こ の セ ラ ミ ､ソ ク
ス の 言平イ西技 術 力SL閏 是頁ここな り つ つ あ る ○ そ こ で マ ク ー_ネ シ ア 0_
5 W 七 % 添 カロア ノし ミ ナ セ ラ ミ ーソ ク ス の 構 造 分 布 を S R で 観 察
し た 結 二栗 を 図 7 ここ示 す ○
こ の 像 カヽら こ の セ ラ ミ ーソ ク ス ここ 5 0 JLm - 1 0 0 Jl m の L/べ
}L,で 克巳織 不 均 - が 確 か ここ存 在 す る と t,→う こ と カ3-わ カゝる ○ 現 在
､ 画 像 の 定 量 的 角牢折 を 才子 な っ て t.ヽ る ○

麿塾 ii

§ 6 緒 言余
我 々 とま 試 料 カヽら 出 る 散 吉L..X 線 を 用 T<ヽ て 画 像 言十絹Ijす る 散 吉L
ラ ジ オ ク ーラ フ イ の シ ス テ ム を 開 発 し て き た ○ こ の う ち 金 属 材
料 や セ ラ ミ ーソ ク ス の 糸且織 分 布 や 巨 視 自勺不日変 態 の 石井究 の 分 野 で
ー 散 乱 ラ ジ オ グ ~ラ ブ イ の 有 効 一任 カ 確ゞ カ めヽ ら れ た ○
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